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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、ポジティブ心理要因と社会関係資本に着目して、健康の社会的決定
要因（Social Determinants of Health）と健康長寿の関係について明らかにすることである。そのため本研究
では、国内と海外の大規模コホートを用いた国際共同研究と、データ取集と介入を伴う小規模の観察研究と介入
研究を実施した。結果として、幼少期・中高年期の社会経済的要因が高齢期の疾病・死亡リスク上昇に関連する
こと、またその構造・機序の一部として、社会関係資本を含む、人的・物理的な社会関係環境が健康に影響する
こと、更に生きがいや笑い等のポジティブ心理要因が、健康に保護的な関連を示すことについて報告した。

研究成果の概要（英文）：Purpose of this study is to examine the association between the social 
determinants of health and healthy longevity in Japan, focusing on positive psychological factors 
and social relations. We conducted both international collaborative research using large-scale 
prospective cohort studies in Japan, UK and Finland, and conducted small-scale observational and 
intervention studies in Japan. The results revealed that socioeconomic factors including relative 
and absolute deprivations, in early childhood and middle to old age are associated with increased 
risk of development of disease and death in old age. Furthermore, as part of this structure and 
mechanism, the social relational environment, which includes social relations, social capital and 
both human and physical factors, affects health. Moreover, we reported that positive psychological 
factors such as a sense of purpose in life and laughter show a protective association with health.

研究分野：公衆衛生学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、健康の社会的決定要因の視点から、幼少期・中高年期の相対的・絶対剥奪など社会経済的要因
が高齢期の健康長寿に関係することを示し、さらに社会関係、社会関係資本、ポジティブな心理要因が、保護的
な健康資源として働く可能性について、大規模コホートによる観察研究と介入研究の両面から検討し、エビデン
スを蓄積したことである。更に本課題は国際共同研究として実施しており、健康の社会的決定要因への視点、高
齢社会における健康長寿実現のための課題など、国際的な共通課題と日本の特徴的な要因の両面から、健康の社
会的決定要因の構造・機序についても考察を進めた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 

本研究に先行する研究課題として、社会関係資本と健康の関係について、沖縄地域において、縦断研究とクラスター

ランダム化比較試験による地域介入研究を行ってきた。沖縄県はかつて、健康長寿の島として知られてきたが、肥満や

中高年の働き盛り世代の早世率が高く、相対的な健康状態の低下に危機感がある状況であった。本土復帰後はしばらく、

沖縄県では、全国で平均寿命一位の期間が長く観察されてきた。しかし、平均寿命の伸びが鈍化した結果、他の県に平

均寿命の順位で追い越され、相対的な順位が順次下がっている状況となっていた。同じ遺伝要因を持つ沖縄県民が、か

つては世界でも有数の健康長寿の地域として知られ、その後に急激に健康状態が変化した背景には、社会環境の変化に

よる影響が大きく、社会経済的背景や個人の生活を取り巻く、地域の関係性やネットワーク、ソーシャル・キャピタル

等による正と負両面からの健康影響の検討が重要であると考えられた。すなわち健康の社会的決定要因による影響の大

きさが考察される状況にあった（白井,2014）(Shirai K, 2020）。 

本研究の計画にあたり、健康の社会的決定要因による健康の棄損や健康格差拡大の関係性の検討を行うこと、さらに

健康長寿を維持・増進する要因として、個人の心理的資源や、社会的環境要因に関連する資源も、健康資源として捉え

て検討が必要であると考えた。特に、今までの先行研究では、健康長寿に影響するリスク要因を検討する研究が主であ

り、ポジティブな健康資源を検討し、個人の要因、地域の要因として、健康に保護的な効果が期待される、要因の検討

が限られる傾向にあった。一方で、「笑う門には福来る」と言われるように、ポジティブな心理状態や、ポジティブな

行動、性格傾向などが、健康に対して保護的な効果を持つという生活実感は多い。ポジティブな心理要因と健康の関係

性についての検討は、今後の検証がさらに必要な分野であると考えて、本研究を推進した。加えて、健康の社会的決定

要因の検討を行うにあたって、健康との関係性を説明するために、アロスタティックロードなどのストレス負荷、炎症

反応などを介した心理的な径路と同様に、ポジティブな心理状態が独立した要因として、社会関係と健康の関係性の一

端を説明する可能性があると考えた。 

２．研究の目的 

本研究の目的は、社会関係資本とポジティブ心理要因に着目して、健康の社会的決定要因（Social Determinants of 

Health, 以下 SDH）と健康長寿の関係について明らかにすることである。そのために本研究では、（1）社会経済的背

景ならびに、ソーシャルネットワークや、ソーシャル・キャピタルなど、社会関係と健康の関係性について、循環器疾

患・がん疾患等の生活習慣病の発症・死亡、認知症発症や要介護認定リスクとの関係性の検討を行う。さらに、（2）

その機序の一端として、いわゆる Trait と考えられる、個人が持っている①楽観的な性格傾向や性格傾向、気質、また

SOC などのレジリエンス要因、また State としての、②幸福感や生活満足感、生きがい感、ポジティブ感情の表出な

ど、個人のポジティブな心理状態（Hedonic, Eudemonic 両方含む）、さらに③笑いなどポジティブな行動が、それぞ

れ健康に与える影響について、検討することを目的とする。 

 さらに健康の社会決定要因と健康の関係性に影響を与える生活習慣や社会環境要因について、原因の原因（cause of 

cause）の検討を行う。上記の検討内容を、日本人ならびに複数の国の地域住民を対象に行う事で、健康の社会的決定

要因による健康長寿への影響について、保護的要因・リスク要因の両方の側面から検討を進め、健康長寿に資する特異

的・普遍的なエビデンスの蓄積を目指すことを本研究の目的とした。 

３．研究の方法 

本研究の方法として、日本人を対象とした高齢者コホートと中高年者コホートデータを用いた分析を行った。大規模

コホートデータとして主に、Japan Gerontological Evaluation Study（JAGES,日本老年学的評価研究）、Japan 

Collaborative Cohort Study（JACC Study）、Japan Public Health Center Based Cohort Study（JPHC Study）を解析

対象として用いた。さらに仮説検証のために、一部の対象者に対して、オキシトシン、高感度 CRP、IL-6などのバイオ

マーカーを含む生体指標の測定ならびに、認知機能の測定を行った。調査と追加検査は、協力が得られた 3 地域におい

て健診会場における追加調査として実施した。 

また、国際比較研究として、フィンランドの Finish institution of Occupational Health, 英国の English 

Longitudinal Study of Ageing (ELSA), (http://www.ifs.org.uk/ELSA)、米国の Health and Retirement Study (HRS), 

（http://hrsonline.isr.umich.edu/)、などのデータセットを用いた検討を進めた。フィンランドのデータセットにつ

いては、現地にて共同研究者らと研究会議を開催し、データの Harmonization を行い、二国間のデータを比較分析した。

さらに、比較検討のための妥当性検討研究を、小規模な日本人を対象として、実施した。本研究の仮説検証のために、

大規模コホート研究プロジェクトに参加して、3 年に 1 度の大規模調査において、関連項目の調査を行った。また、同

研究に参加している自治体の内、賛同が得られた 2 か所の自治体において、妥当性検証のための追加の研究データ収

集を行い、解析を行った。 

上記の観察研究による検証に加えて、ポジティブな心理要因の検討のために、大阪・岡山・福島の 3地域において、

クロスオーバーデザインによる介入研究を実施した。 

当該研究では、地域住民を対象とした前向き追跡研究デザインによる縦断研究データと、小規模な地域における横断

的な観察研究データを用いて、日本国内における分析と、国際共同研究による分析を行った。さらに、介入研究を行い

当該研究課題の仮説を検討した。 

４．研究成果 

本研究課題の実施期間には、国際的な感染症流行による渡航制限の時期が含まれる。本格的な流行開始時期の時期以

降、COVID-19 の感染拡大に伴い、海外への渡航や、現地での国際共同研究の実施、高齢者を集めて大規模な調査研究

を実施することが制限される時期が継続的にあった。そのため、本研究は当初の計画から、海外への渡航期間や研究実

施の方法については、延期や計画修正を行いながら遂行した。本研究による主な知見は以下の通りである。 

（１）社会経済的背景（SES）と健康 

 健康の社会的決定要因の視点から、Marmot M（元世界医学会会長・元 WHO健康の社会的決定要因検討委員会会長）か

ら、日本の長寿の要因の一つとして、相対的な格差の小ささが指摘されたことがある。社会格差の相対的な小ささ、も

しくは、存在する社会格差を健康格差に直結させない何かの要因（例えばソーシャル・キャピタル）によって、日本の

健康長寿の一端が説明されるのではないかと、考えてきた。しかしながら、日本社会における社会経済格差、健康格差

は現在拡大、もしくは顕在化している状況にあると考えられる。 
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 人にとって最も格差を感じる状態、剥奪されている状態は、隣の人が持っているものを自分が手に入れられないとき

である。すなわち、絶対的に入手困難なものが得られなくてもストレスは上がらない。一方で、同じ境遇にあるはずの

隣人や、同級生が手に入れたものを、自分が望んでも手に入れられない時、人は最もストレスを感じる。 

本研究では、イツザキ Index による相対的剥奪指標と収入ラ

ンキングによる指標を用いて、相対的な剥奪状態とうつ発症の

関係について検討した。結果として、相対的剥奪の度合いが

10 万円上がる毎に 7%、相対的な収入ランキングが 0.1 ユニッ

ト下がる毎に 15%、男性ではうつのリスクが高くなる傾向が確

認された。女性でも同様にそれぞれ 5%と 12％うつ発症のリス

クとの関係性が高くなる傾向が見られた。また、実際の等価所

得のレベルで層化すると、女性では最も年収の高いグループの

中で、相対的なランキングが低いことが、うつ発症との関連性

が最も強かった。一方で、男性では相対的なランキングの低さ

は、最も年収の低いグループで高かった（Gero K, Kondo K, et 

al, Soc Sci Med, 2017）。 

社会経済的背景要因による、健康状態の違い、階層性の存在

については、近年多くの研究が蓄積されつつある。本研究では、

幼少期の SES の指標の一つとして、幼少期の受動喫煙が、循環器疾患死亡、特に虚血性心疾患死亡（Teramoto M, Iso H, 

et al, J Atheroscler Thromb. 2022）、呼吸器疾患死亡（Kawachi H, Teramoto M, et al, J Public Health (Oxf). 2022）

に関連していることを報告した。さらに、幼少期の居住地域と中高年期以降の呼吸器疾患死亡との関連について検討し

た(Iwasaki A, Teramoto M, et al, Int J Public Health. 2022)。 

SESによる階層性と健康、もしくは健康行動との関係は、福祉国家である北欧諸国においても同様にみられることが

指摘されており、日本とフィンランドでの国際共同研究を実施した。日本とフィンランドで、大規模コホート研究デー

タを用いて、データの Harmonization ならびに分析コード等を共有し、二国間で比較共同研究を実施した。結果として、

教育歴と運動習慣、テレビの視聴時間から考えられる Sedentary（不活性・不活動）との関係性について、日本・フィ

ンランドで共に教育歴の短い者で、Sedentary の傾向が観察された（Tsuji T, Amemiya A, Shirai K, et al, BMC Public 

Health. 2018）。また、教育歴と婚姻状況の交互作用による死亡との関連について、日本とフィンランドでは、一部で

異なる傾向が確認された（Saito T, Oksanen T, Shirai K, et al, J Epidemiol. 2019）。これは、元々の分布の違い

によるものと、関係性の修飾効果の違いが関係性していることが、考察された。更に、幼少期の ACE（逆境体験）が成

人期以降の健康状態に与える影響について、国際比較研究を行った。ACEの指標として、虐待や不適切な養育に加えて、

両親の離婚や死別等の幼少期の体験を加えて検討を行った。離婚の分布や発生頻度は両国で異なるが、関係性について

はほぼ同様に、ACE の多さと健康状態の間には関係性がみられた（Amemiya A, Fujiwara T, Shirai K, et al, BMJ Open. 

2019）。ACE と健康状態の関係性については、国際的に共通の関係性がみられたと考えられる。 

（２）社会関係・社会関係資本と健康 

 建造物や坂道の構造などの物理的環境と、社会的関係性に基づく社会心理環境の両方が、血糖コントロールならびに、

循環器疾患関連指標と関連することを明らかにした（Fujiwara T, et al, Soc Sci Med, 2017）（Yokobayashi K et al, 

PLoS One、2017）(Inoue Y, et al, PLoS One, 2016)。また、社会参加することが認知症発症のリスク低減と関連する

ことは、知られている。根本らの報告では、組織参加による影響と、組織において役割を持つことによる、相加効果、

相乗効果を検討した(Nemoto Y, Saito T, Kanamori S, et al, BMC Geriatr, 2017)。加えて、社会関係ならびに社会

参加の形態として、趣味組織を含む地域組織への参加と要介護認定リスクが関連することについて明らかにし（Fuji Y, 

Sakaniwa R, Shirai K, Prev Med Rep. 2022）、趣味組織の中でも音楽活動への参加と認知症リスク低下の関係性につ

いて報告した。（Arafa A, Eshak ES, Shirai K, Geriatr Gerontol Int, 2021）。認知症に予防的要因としては、社会

参加に加えて、余暇活動における運動の効果についても報告した（Arafa A, Eshak ES, Shirai S,Public Health, 2021）

更に、物理的環境を考慮に入れた、社会参加と高血圧の関係性を明らかにした( Yazawa A,et al, Hypertens Res,2016)。

佐藤らの報告では、社会関係資本（以下 SC）の種類として、特定化信頼と一般化信頼ならびに、その地域環境による

影響の違いに着目し、農村・都会における SCと健康の関係性の違いについて、検討した（Sato Y, Aida J, et al, Soc 

Sci Med. 2018）。先行研究では、特定の他者への信頼は、その他の他者への排他にもつながる可能性があり、強固な社

会関係が健康に対して、正の影響・負の影響の両面を持つことも議論されてきた。加えて、社会関係資本が健康に与え

る影響のメカニズムの一つとして、つながりのホルモンとも呼ばれる、オキシトシンの効果が議論されている。藤原ら

の報告では、国立成育医療研究センターと東京医科歯科大学の研究チームが中心となり、3世代の親子孫のコミュニケ

ーションにおける、オキシトシンホルモンの役割と遺伝子多型について国際共同研究を実施した（Fujiwara T, et al, 

Psychoneuroendocrinology, 2019）。 

社会関係資本として、広く解釈される地域におけるつながりや、人的関係性に基づく資源を健康に資する資源として

活用する取り組みとして、国際保健分野において、複数の取り組みが進んでいる。地域の保健衛生ボランティアの活動

は、医療保健の専門職が不足する中、システムとして定着しつつある。當山らの報告では、男女のペアで訪問を行うこ

とで、妊産婦への教育効果と、サポートプログラムとしての資源の提供に一定の効果がみられた（Toyama N, et al, Trop 

Med Health, 2021） 

医療通訳の分野においては、取り残されがちな外国人医療の現場において、遠隔での翻訳サービスの提供システムや、

専門家の育成トレーニングを併せて実施する取り組みなどが、徐々に広まりつつある（Saeki S, Minamitani K, et al, 

Healthcare (Basel), 2022）。社会疫学研究における、今回の SC 研究の枠組みとは少し離れるが、社会格差や健康格差

を縮める地域資源の活用や新たな資源の創出の観点から、SC と健康に関連する研究成果の一つとして、記載する。本

科研費研究の検討結果して、社会関係ならびに社会関係資本について、健康にポジティブな関連性を持つ要因に着目し

た報告が結果的に多くなった。今後の展開として、ネガティブな関係性や健康へのポジティブな関連性に関する条件設

定等についても検討を進める必要があると考えられた。 

（３）ポジティブな心理要因と健康：楽観性（志向）と健康 

Dispositional Optimism と循環器疾患をはじめとする健康アウトカムとの関係については、Giltay ら（2004,Arch 

Gen Psychiatry）や Kubzansky ら（2007, Archives of General Psychiatry）など 2000年代からエビデンスの蓄積が

あり、概ね保護的な効果があることで、結果は一致していた。一方で、近年はハリケーンカトリーナや９１１の事件の

際に、楽観性志向の高い人で、より健康の悪化傾向がみられることが報告され、いわゆる Mismatched Theory に対する

関心も高まってきた。楽観性志向が高い人において、震災や災害時の厳しい状況が、見積もった予測の状況と異なり、

図 1：相対的剥奪指標とうつ発

症の関係 
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図３：生きがいと循環器疾患死亡 

図４：誰と笑うかの場面と新規要介護認定 

図２：楽観性志向と震災後の精神的健康状態 

現実との乖離が大きすぎると、逆に楽観性が健康に保護的に働かないことが、報告されてきた。JAGES 研究において、

本研究課題の一環として、改訂版の Life Orientation Test（LOT-R）を測定した。本指標を楽観性の指標として使用

し、楽観性志向と健康の関係を検討した。結果として、日本人高齢者におけ

る楽観性志向は健康のアウトカムとの関連性は認められなかった。（Okuzono 

SS, Shiba K, Lee HH, Shirai K, Koga HK et al, J Happiness Stud, 2022）

一方で、被災地における報告結果では、ミスマッチ理論による結果は認めら

れず、楽観性志向が高い者において、低い者と比べて震災後のうつ発症、PTSD

発症のリスクが低い傾向がみとめられた（Gero K, Aida J, Shirai K, Kondo 

K, Kawachi I. Soc Sci Med. 2021）（図２）。さらにこの関係性は、家屋損壊

被害が大きい集団においてより顕著にみられた。すなわち、日本人高齢者に

おいては、楽観性志向についての検討結果では、平常時の地域在住高齢者に

対する縦断研究による検討では、関連性が認められなかったが、被災地にお

ける高齢者では、楽観性志向が高いことがうつや PTSD などの健康被害のリス

ク低減と関連していた。この結果は、今迄に報告されてきた、米国や英国の

集団における検討の結果よりも、日本人高齢者における楽観性の傾向が低い

分布であることも要因の一つとして考えられる。同指標を用いた研究として、

共同研究者の KimＥらが HRS のデータを用いて検討しており、保護的効果を

報告している。今後、更に精緻な国内における研究、また国際共同や比較研

究が必要になると考えられた。 

（４）ポジティブな心理要因と健康：生きがい（感）と健康 

「生きがい」は英語圏でいう sense of purpose や sense of life worth living

等の概念と意味が近い概念であると言われる。一方で日本独自の概念として、“Ikigai”という概念を区別して報告す

る研究もある。本研究では、質問指標による評価を用いた JACC 研究、基本チェックリストによる「生きがい」の有無

の項目を用いた JAGES 研究、さらに ikigai-9 を用いて独自に小規模調査を行った、Ｙ市の地域住民を対象とした調査

コホートを主な解析対象として、分析を行った。 

結果として、生きがいと循環器死亡、肺炎死亡、高血圧、糖尿病既往等、

複数の健康アウトカムとの関係性が認められた。JACC研究を用いた分析では、

生きがいが少ない群に比べて、多い群では他の関連要因を調整した上でも、

循環器疾患の死亡リスクが低い傾向が認められた（Miyazaki J, Shirai K, 

Kimura T, et al, BMJ Open,2022）（図３）。さらに、職業別に見た層化解析

の結果では、無職の中高年世代においても、生きがいが多いことが疾病のリ

スク低下と関連している傾向がみられた。一方で交互作用は認められなかっ

た。同様に JACC 研究を用いた結果として、生きがい感、他者から頼られてい

る意識、生活を楽しんでいる意識などのポジティブな心理要因と、肺炎死亡

のリスクについての検討を行った。中高年期のポジティブな心理状態と、高

齢期における肺炎死亡の関係を中央値 19.5 年の追跡の結果から検討した所、

他の関連要因を調整した上でも、肺炎死亡のリスク低減と生きがい感、他者から頼

りにされている意識は、関連性がみられた。結果は競合リスクを考慮した解析を用

いても、同様に認められた(Sumiyama A, Shirai K, Imano H, Eguchi E, et al, J Psychosom Res,2022)。加えて、65

歳以上の高齢者を対象とした大規模コホートである JAGES 研究の一環として、アウトカムワイドの手法を用いて、生き

がい感と複数の関連要因の検討を行った。結果として、身体的な Well-being としての IADL、 認知機能、社会的

Well-being としての組織参加等との関連性がみられた（Okuzono SS, Shiba K, Kim ES, Shirai K, Kondo N, et al, Lancet 

Reg Health West Pac, 2022）。生きがいは改変可能な要因であり、高齢者の介護予防施策や、地域でのプログラムレベ

ルでも、生きがいの向上や生きがいを持った高齢期の期間の延長は、たびたび語られてきた、高齢期の目標の一つであ

る。今後、日本における生きがい研究の知見を積み重ね、世界に発信することの意義も本研究成果から確認された。 

（５）ポジティブな心理要因と健康：笑いと健康 

「笑う門には福来る」と言われるが、本研究では笑いが健康に影響を与える関係性を検討するために、観察研究と、

介入研究を実施した。笑いは、ポジティブな心理要因の中でも、感情を介さず笑いを想起させるなど、行動として介入

が可能であると考えられている。そのため介入研究では、バイオフィードバックを前提とした、行動要因の一つとして、

笑いが健康に及ぼす影響について、その関係性を検討した。介入には、

「笑いヨガ」を用いて、クロスオーバーデザインによるランダム化比較

試験を用いて、笑いの健康効果に関する介入研究を実施した。大阪、岡

山、福島の 3 地域において、対象者を性別・年齢・BMI・糖尿病・高血

圧既往等の情報を用いて割り付けた後、前期介入群と後期介入群に対し

て、それぞれ、12 週間ずつの笑いの介入プログラムを実施した。結果

として、メタボリックシンドロームの有病者において、笑いのプログラ

ム参加前後で、BMI ならびに心理的指標の変化が確認された（Funaubo N, 

Eguchi E, et al, BMC Geriatr, 2022）。更に、観察研究として、日本

人高齢者における笑いの頻度と、歯の健康の関係（Hirosaki M, Ohita T, 

Shirai K, et al, Front Endocrinol, 2023）、笑いの頻度と死亡（Tamada 

Y, Takeuchi K, et al, J Epidemiol,2020）、認知症発生(Wang Y, Shirai 

K, OhiraT, et al, Geriatr Gerontol Int. 2022)、要介護認定（Tamada Y, Takeuchi K, et al, J Epidemiol. 2020）、 

(Tamada Y, Yamaguchi C, Prev Med. 2022)（図４）との関係性を検討した。結果として、笑いの頻度が多いほど、死

亡や認知機能、身体機能障害のリスクが減少する傾向がみられた。さらに、笑いの種類や場面についても検討を行い、

一人で笑っているより、友人や家族など、複数の人数で笑う機会が多い者で健康リスクが低い傾向が確認された。加え

て、笑いを目的変数として、社会関係(Nagai M, Ohira T, Shirai K, et al, BMJ Open, 2021)やその他の生活様式な

ど、笑う機会の多寡に関連する要因の検討も行った（Imai Y, Nagai M, etal BMJ Ope, 2018）。 

 

上記の通り、本研究では健康の社会的決定要因の観点から、社会経済的要因、社会関係、社会関係資本、ポジティブな

心理要因と健康の関係について、それそれ検討を進めてきた。また、海外と共通する傾向と、日本に特異的な傾向につ



4 

 

いても、国際共同研究を進めた。エビデンスが不足する課題について、科学的なエビデンスの蓄積を行うという意味で、

一定の成果をあげたと考えられる。一方で今後の課題として、相互の関係を踏まえた包括的な関係性のメカニズムの検

討や、より社会実装につなげられる研究の進捗と、エビデンスの蓄積が求められると考えられた。今後、より一層精緻

な科学的エビデンスの検討と、社会還元につながる研究を進めたいと考える。 
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